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崯嵤崧峘崒嵤崿嵛৲
3URMHFW�7HDP ম峘ਾઔহඨ

　　　　　　　　　　NABRAS利便性向上に向けた改修ਤ⎃ڭ

　　　　　　　　　　NABRAS広報関係（一般向け）ਤ⎃�

　　　　　　　　　スターリンクを活用した海上通信試験ਤ⎃�

1　利用者アンケート機能追加
2　クロマグロ採捕停止情報の表示変更
3　クロロフィル画像表示ページ追加
4　重要連絡履歴表示機能

1　小学生向け夏休みイベント
2　高知県宿毛市商工会議所イベント
3　海と日本プロジェクト

　　　　　　　　　R7年度の取組計画ੑ

5�
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漁業者のみ
■40代　17％
■50代　30％
■60代　26％
■70代　14％

崯嵤崧峘崒嵤崿嵛৲
3URMHFW�7HDP 1$%5$6ਹਙ峕岻峉ఊق崊嵛崙嵤崰ਃચ୯ਸك

　　　　　　　　　　年齢を教えてくださいସਖڭ

　　　　　　　　　　職業を教えてくださいସਖ�

　　　　　　　　　漁業者の場合、漁業種類を教えてください（複数回答可）ସਖ�

10代以下　20代　30代　40代　50代　60代　70代　80代以上

漁業　漁業以外の水産業　食品販売等　飲食業　遊漁船業　研究者　学生　その他

曳縄、かつお一本釣り、めじか曳縄、さば立縄、きんめ一本釣り、まぐろ延縄、その他釣り、
機船船びき網、定置網、中小型まき網、養殖、さんご漁業、その他

崊嵛崙嵤崰

ਹ৷崊嵛崙嵤崰峼ৰ岜ق؟���������ك

ফೡ

※アンケートはポップアップ表示

�٫

�٫

ਰৣ岜�٫৻��ٹ
20代

��٫
30代

��٫
40代

��٫
50代

��٫
60代

�٫
70代

有効回答数530


有効回答数530 有効回答数454
ීரథ��٫

漁業者
��٫
その他

■  漁業以外の水産業 3％
■  食品等販売業 1％
■  飲食業 4％

■  学生 0.4％
■  研究者    3％
■  遊漁船    3％

��٫
釣り漁業

��٫

さんご漁業
その他

■養殖業　　2％
■網漁業
（定置、まき網、パッチ網）5％

岧ସਖڭ岨岜ফೡ峼ઇ岲峐岹峊岿岮

岧ସਖڮ岨岜峼ઇ岲峐岹峊岿岮

岧ସਖگ岨岜ීரథ峼ઇ岲峐岹峊岿岮
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崯嵤崧峘崒嵤崿嵛৲
3URMHFW�7HDP 1$%5$6ਹਙ峕岻峉ఊقఊর峘ੌك

静止衛星ひまわりから取得した海域のクロ
ロフィル（プランクトン）量の情報を表示し、
漁業者の漁場選定をサポート
表示海域は漁業者の意見を聞きながら調
整

崗嵕嵆崘嵕఼ੲਾંڭ ڮ 崗嵕嵕崽崋嵓൸ંگ ਏ৴൪၎ഄંਃચ

(養殖以外)

小型 ఼ૃ୵ഥഥর

50%
（○○トン）

70%
（○○トン）

90% 100%
（○○トン）

0%
（0トン）

10% 20% 30% 40% 60% 80%

50%
（○○トン）

70%
（○○トン）

90% 100%
（○○トン）

0%
（0トン）

10% 20% 30% 40% 60% 80%

50%
（○○トン）

70%
（○○トン）

90% 100%
（○○トン）

0%
（0トン）

10% 20% 30% 40% 60% 80%

これまでは、採捕停止命令が発令された
場合にアラートを表示
今後は、クロマグロの採捕停止命令が発
令されるまでの漁獲状況も視覚的に表示

過去の急潮発生情報などの振り返りがで
きれば、漁業者がリスク対策の参考情報
に活用
急潮、赤潮の発生情報について、過去の
履歴を閲覧できる機能を搭載予定

ં峘崌嵉嵤崠
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崯嵤崧峘崒嵤崿嵛৲
3URMHFW�7HDP 1$%5$6峕岻峉ੌقಹ岻ك

宿毛市青年会議所の60周年イベントで
「10年後の○○」をイベントテーマに、
NABRAS展示、体験を実施

ਓ崯崠崧嵓ઇڭك����ق ڮ หஒফভ৮ਚ��ఢگ
ফ崌嵁嵛崰ق�ك���

岣ਲ峒ম崿嵕崠崏崗崰LQৈ
ੴ岤ق�ك���

小学生5，6年生を対象にした夏休みイ
ベントを開催
NABRASをはじめ、マリンイノベーションの
取組を体験

「海と日本プロジェクトin高知」で
NABRAS特集の取材対応
9/30　テレビ放送、HP上でアーカイブ配
信
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崯嵤崧峘崒嵤崿嵛৲
3URMHFW�7HDP 1$%5$6峕岻峉ੌق৵৾ে峼ৌ峕峁峉ಒ೬峩崌嵁嵛崰ك

ಒ೬峩峘ঽଢ଼峕
ಒ೬峩崌嵁嵛崰

ਓ崯崠崧嵓ઇ
ੲਾਦ崟崡崮嵈1$%5$6峼৬ୡ峁峲岰��

峔 峠 峳 峃
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崯嵤崧峘崒嵤崿嵛৲
3URMHFW�7HDP 崡崧嵤嵒嵛崗峼ણ৷峁峉ਲৢਦୡ峘ৰ5ق���াك

ਲ崌嵛崽嵑峘ৗ峁岮ৢਦু峒峁峐ୄ岿島峵崡崧嵤嵒嵛崗峘ৰ৷ਙ峕峎岮峐岝ূপ৾嵣௭ౖઇ౸峘ੈৡ峘峬峒ਲৢਦ
ୡ峼ৰ
ৈੴ峘৹ਪ௩峕௩৷峘崡崧嵤嵒嵛崗崊嵛崮崲峼ਝ઼峁岝୭৹ਪ峕岬峹峅峐ୡ峼ৰ

ଅଯహດฝৃ崾崌峘ৈਃચ৲岝ਲ峑峘崯崠崧嵓崬嵤嵓峘ણ৷岝೫ஞ嵣ਲී峘௩৩峘ૣਹௐে峘ౄৰ岝௩৩ન৳峔峓岝
ৗ峉峔૭ચਙ峕ᇽ岼峵ু峒峁峐ୄ

ਲ峑峘ਹ৷岶୳岿島峵616ಉ峑峬ਖ峔岹ৢਦ峑岷峉
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崯嵤崧峘崒嵤崿嵛৲
3URMHFW�7HDP 5�ফ২峘ੌੑ峕峎岮峐

ਜ਼���
ਜ਼������

ਜ਼������

ਜ਼������

ීৃ峘崌嵉嵤崠

　　　　　　　　　　メジカ漁場予測システム実装に向けた改修ੌڭ 　　　　　　　　　　利便性向上に向けた改修ੌ�

ດ崿嵑嵛崗崰嵛峘ে૾ய峼崸崾嵓崩嵋嵤崰峑ଳಁ峕ં
ཝਯ峮ரథ峼প岷岿峮౦峼岲峐峹岵峴峮峃岹ં

ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲37峑৫ਤ峫峐岮峵嵉崠崓ීৃ
崟崡崮嵈峕峎岮峐岝5�ফ২峕1$%5$6峑ਦ峁峐岮岹峉
峫峘ఊ

ດ崿嵑嵛崗崰嵛峘েੲਾ峘ંఊ岜峔峓
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ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP
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ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP ਓৃ峘崡嵆嵤崰৲峕ঢ়峃峵ੌ

○市場機能の高度化・IoT化により、市場業務及び関連する作業の効率化を図る。

12



ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP

峼岾༮ৣ岿岮
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ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP

ଅଯ岜ຂథৃ崡嵆嵤崰৲ଡ୳
◆　貝ノ川で自動計量システムへ完全に移行

◆　清水市場にモニターを導入、リアルタイムで
　　 水揚げ情報を配信
　　　（モニターは各支所分を導入）

◆　貝ノ川-清水市場の市場業務の省力化・
　　 ペーパーレス化を実現

◆　他支所も自動計量システムへ完全移行
◆　土佐清水市内全ての市場業務の省力化
　　 ・ペーパーレス化を実現
◆　情報の伝達速度が向上し、商人が販売
　　 戦略を立てる上でも大きなメリット

ဳ峴嵉崠崓峕峎岮峐岝ਗ਼োై峘ো峼
ਫ਼ୈ

さらに・・・
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ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP

5����াଓਫ

岜岜ਓৃ崡嵆嵤崰৲嵊崯嵓ଡണহાଓஃস峘ਝ
岜岜岜岧�������ব������岨قಏৎઐહসણ৷ك

　　　・補助率：3分の2
　　　・補助先：漁業協同組合
　　　・土佐清水市の産地市場スマート化によるモデルケース構築に向けたデジタル技術や機器の導入を支援
　　　　　・貝ノ川以外の他５市場（下ノ加江、以布利、窪津、足摺岬、清水）への自動計量システムの機器や
　　　　　 モニターの導入とネットワーク環境の整備
　　　　　・メジカの電子入札に対応するためのシステム改修

5����াଓਫ峕峎岮峐

嵊崯嵓崙嵤崡峘૯ன৫峼峴
৸৬峘ਓৃ峘
ଡୗૡఌ峼ਤ

○土佐清水市の全市場で自動計量システムへ移行
○メジカについて電子入札へ移行
　（他魚種についても導入を検討）

ଅଯ峬���峘
ಲ岸ଌ峁ଓஃ峼ৠ
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ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP ਠ峘ਤ⎃૾யك���ق

自動計量の情報がリアルタイムで
表示されるモニターを設置
（貝ノ川、以布利）

ঽੑ崟崡崮嵈峘ো૾ய

༏崶ਆ

ৣ崶ਸ

ਰഘਹ

ଌ⍥ᅳ

༹ஸق઼ිكଁฐ

R6.2月　完全移行

R6.9月　運用開始

R6年内に移行予定
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ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP ਠ峘ਤ⎃૾யك���ق

岜嵉崠崓ਗ਼োైٳ
岜
 ・システム開発会社とともに、漁協やメジカ関連事業者との意見交換会を実施

  → 第1回（5/21）：システム設計に当たって、現場の意見を反映させるための意見聴取

  → 第2回（7/31）：第1回の意見を反映したシステムの全体像を説明。細かい仕様等について
            意見交換
  
  → 第3回（8/23）：入札を仕切る側の仕様について意見交換

岜ঢ়બ峒峘ਔৄઐఌ峼嵁嵤崡峕崟崡崮嵈峘৫峕ାু
岜岜岜ܒ岜�া峕嵉崠崓ී岶峨峵峒୳峁岝ফ岻峕ெᇍোై峼ৰ
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18

岜ঽੑ崟崡崮嵈ٳ
岜
【中芸】
 ・漁協職員が現在不在の安田市場で、大型定置網の
  操業再開に合わせて自動計量を導入（R6.5月）

 ・安田市場と入札が行われている加領郷市場に、自
  動計量の情報や落札結果がリアルタイムで
  表示されるモニターを設置（R6.6月）

ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP ਠ峘ਤ⎃૾யك���ق

িৃৈੴૂ
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他地域での検討状況ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP

奈
半
利
町

安
芸

須
崎
釣

錦
浦

須
崎
町

す
く
も
湾

久
礼

浜
改
田

十
市

春
野
町

野
見
・
大
谷

⋇഼ূୠ
・甲浦支所で自動計量システムの導入を検討
中（R7）
・芸東の拠点市場整備と併せた自動計量シス
テム、電子入札の導入を検討中（R8以降）

⋈র഼ୠ
・安田市場で自動計量システムの運用開始
・安田、加領郷市場にモニターを設置
・安田市場への電子入札と加領郷市場への自
動計量システムの導入を検討中（R7）

⋉഼ୠ ・前安芸漁協参事が関心あり

⋊রఙূୠ ・手結支所がフォークリフト設置型のスケールに
興味あり　⇒非常に高額で導入を断念

⋋রఙୠ 未検討

⋌রఙਧୠ ・宇佐支所で自動計量システムの導入を検討
中（R7）

⋍ୠ 未検討

⋎୲ୠ ・久礼漁協参事が関心あり。他地域の状況を
見て導入を検討。

⋏๓ূୠ ・鈴大敷でデータ整理についてのみ活用中
・伊田の大敷が電子入札に関心あり

⋐ଅଯୠ ・モデルケースの構築に向け取組を推進中

⋑หୠ ・中型まき網の操業状況がリアルタイムで共有さ
れるシステムを構築中

①②

③
④

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

⑪

　漁協、漁法・漁獲物、漁業者、商人などのまとまりを考慮し、以下の形で地域を区分し、
　それぞれの地域でスマート化を検討する

ୠ峘અ岲্

ୠ峘৹ତ૾யق�����ৎਡك

清水地域でモデルケースを構築し、
他地域への横展開を図る

19



ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP 峘੧ك5�ফ২ਊੂقফ২হڳ5

ك੧ق岜ਓৃ崡嵆嵤崰৲ਤহાଓஃস岜ٳ
岜
  R6に土佐清水市でモデルケースを構築した市場の
 スマート化について、県全域への横展開を図るため、
 漁協が行うスマート化の取組を支援する補助金を創設
 
 【補助対象経費】
  ・機器導入に必要となる経費
  ・システムの改修費用
  ・漁協職員の先進地視察にかかる経費

 【R7年度想定候補地域】
  ・自動計量システムの導入：甲浦、加領郷、宇佐
  ・電子入札の導入：土佐清水（メジカ以外）、安田、伊田
  ・漁獲情報の共有システムの導入：すくも湾    

ك੧ق岜崡嵆嵤崰৲ਤ৩峘ଦ઼岜ٳ
岜
  県全域の市場でのデジタル技術の導入や活用を支援するためのスマート化推進指導員
  （会計年度職員）を1名配置する
  

20



ৈહਸக৲
3URMHFW�7HDP 崡嵆嵤崰৲ਤ৩ق੧ك峕峎岮峐

○ 土佐清水市を市場スマート化のモデルケースとして構築
 ・各市場に同移入した自動計量システムの確実な活用
 ・メジカ電子入札のスムーズな運用
 ・他魚種への電子入札の導入の検討
○他地域への横展開

○ 漁協職員は人手不足で余力が無い
 ・日々の業務の忙しさで、声かけなどの働きかけが無いとス
  マート化への意欲が薄れてしまう
 ・不慣れな職員が多く、導入当初はトラブルが頻発する

○ 具体的な業務
 ・土佐清水地域の自動計量システムの運用やメジカの電子入札にかかる現場サポート
  （活用の声かけや操作のサポート、エラー時のトラブルシューティング）
 ・メジカ以外の他魚種への電子入札導入についての現場調整のサポート
 ・他地域からの先進地視察の受け入れや、他地域の導入に関するサポート

5�ফ২峕৯峃

県版地域おこし協力隊制度を活用し、スマート化推進指導員を配置

※以下の処遇を想定
 ・県の会計年度任用職員としての雇用
 ・雇用期間は1年間（計3年間まで更新可能）
 ・勤務場所、執務スペースは土佐清水漁業指導所
 ・給与は県の会計年度職員の規定に準じる
  （他に期末手当、勤勉手当、時間外手当は支給）
 ・住居は県職員住宅か民間施設の借り上げ
  （民間施設に入居する場合は家賃補助あり）
 ・勤務中は公用車や県の備品類の利用が可能
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126 120 122 108 104 99

38 40 34
32 30 36

R元 R2 R3 R4 R5 R6

高知県漁協の職員数の推移（人） 正職員 臨時・嘱託164 160 156
140 134 135

ਓৃ峙ோਢ峘ਃ
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多くの市場施設は老朽化が深刻
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漁船漁業のスマート化
Project Team

03
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漁船漁業のスマート化
Project Team

02

操業効率化支援ツールの開発
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メジカ曳縄
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対象魚種 乗組員数 経営体数
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サバ立縄 キンメ釣り（樽流し）

乗組員数 経営体数

崝崸岜峔峓 ڭ ��৽৬
乗組員数 経営体数

崕嵛嵉崨崌 ڭ ��৽৬
対象魚種 対象魚種

シイラまき網 中型まき網

対象魚種 乗組員数 経営体数
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説明会・会員交流会など
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課題公開 開発プロジェクト組成
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■購入費用が高額となると、導入が難しい
➜サブスク方式（年・月の定額料金制）の導入を検討

■使用感が分からない状況では、導入が難しい
➜普及目的でツール機能に特化した無料版の提供を検討

■需要の高い機能（市況、水揚明細など）を有するか
➜ヒアリングで要望の多い機能の追加を検討

【かつお・定置網】
・経営部門で漁業収支は管理
➜既存ツール（Excel）で対応可能
a

【まぐろ】
・水揚額と主要経費のみ把握。詳細は会計事務所で集計
【沿岸漁業】
・経営管理に取組むも、PCではなく主にスマホで管理
➜経営体数や横展開を考慮し、まぐろ延縄と沿岸漁業を選定

■アプリ化する漁業種類の検討 ■アプリ導入の課題

岵峎岴
মဳ峴 ઼ි

PC：既存ツール（Excel）

スマホ・タブレット：アプリ化ツール

峨岺峷
భಐ

崟崌嵑
峨岷ි

岿峚
য়ಐ

র
峨岷ි

岷峽峫
⍾峁

メジカ
曳縄

＜機能追加＞

๐ੲਾ

＜無料版＞

ਹஇ崟嵇嵍嵔嵤崟嵏嵛

யੲਾ

＜有料版＞
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භো
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ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲37ভ峑岮峉峊岮峉崛嵉嵛崰
a

✓普及の手段として行政からのトップダウンもひとつの可能性
✓入力作業がネックなら自動入力できる仕組みを検討しては
✓補助事業の活用要件のひとつにすることも一案
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漁船漁業のスマート化
Project Team

02

メジカ漁場予測システムの開発
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【背景】
・マルソウダ（地方名：メジカ）は土佐清水市において宗田節などの加工原魚として重要な水産
　資源であるが、近年は漁獲量が減少傾向で、原魚の確保が困難となっている。
・メジカ曳縄漁の経営安定化には、経費の大半を占める燃料代の削減が重要であるが、実際の
　操業では漁場探索に長時間を要することも多い。
・このため、メジカ漁場予測システムを設計・構築し、漁場探索の効率化を目指す。探索時間を
　短縮できれば操業時間が拡大し、漁獲量の増加につながることも期待される。

嵉崠崓ීৃ崟崡崮嵈峘ਝੑҩଡണ峕峎岮峐

図　メジカ曳縄漁獲量の推移 
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【これまでの成果】
○メジカ漁場予測システムの開発
　・GPSデータロガーをメジカ曳縄漁船３隻に設置し、操業位置データの
　　取得を開始(R元)
　・過去の操業データや気象、海況データを用いて、機械学習による漁場
　　予測を試行。再現率は約0.93(R２)
　・早稲田大学の漁場予測システムをWeb上で試験配信。
　　メジカ探索船やGPSロガーによる航跡データをもとに、予測結果を
　　検証(R４)

○メジカ漁獲尾数計数システムの開発
　・当システム開発に必要なプログラムを作成（R２）
　・尾数計測に係るプログラムの改良。検出率は98% (R３) 
　・漁船上での撮影方法の検討(R３)
　・3隻のGPSロガー搭載漁船にカメラを設置(R４)
　・尾数計数に係るプログラムの改良により、処理時間を短縮(R４)

嵉崠崓ීৃ崟崡崮嵈峘৫峕峎岮峐

　予測結果の配信・検証（R４） 

　魚体検出モデルの出力結果の例（R３） 
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【R６年度の計画】
項目 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

メジカ漁場予測シ
ステム基本設計
委託業務

メジカ漁場予測シ
ステム構築
(R７年度当初
予算）

メジカ尾数計数シ
ステム

漁場予測システムの設計委託

漁場予測システムの機械学習用データを随時取得･解析

プロポ

漁場予測システムの構築のための予算確保

・８月、12月頃：定例会議開催予定
・９月末：R７年度システム構築･運用等見積もり受領予定
・12月20日：システム設計書及び実績報告書受領予定

・R７年度におけるシステム構築委託予算の確保
・システム運用開始後の予測精度向上に向けた
 データ取得の取り組みのための予算確保

34



メジカ漁場予測システム設計委託(６/28着手)
【R６年度進捗状況①】

〇システム概念図

ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
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【R６年度進捗状況②】
　・５/23：プロポーザルにて委託業者を選定(株式会社Nextremerに決定）　
　・６/28：契約締結
　・７/３：キックオフ協議開催　　
　・９/３：メジカ漁場予測システム基本設計委託業務第１回定例会開催
　　（臨時の担当者定例会を随時開催：８/１、９/19、10/10）
　・９/27：システム構築・運用経費の見積もり、システム運用方法を受領
(その他）
　・システム設計に必要な、各種データ（メジカ漁船GPSロガーデータ、漁獲データ、海況データ
　　等）を委託業者と共有

〇当該システムの特許権の取扱に関する情報収集（パテントクリアランスの実施）
　⇒「特許情報プラットフォーム」で検索した類似特許５件について「特許請求の範囲」を確認した
　　ところ、全件において当該予測システムとの相違点が認められた。

ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
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【R７～８年度の計画】
　メジカ漁場予測システムの構築と漁業現場での実用化
　　・R８年度からのシステム運用に向けた準備や関係者との調整
　　・早稲田大学、JAFICとの連携を継続
　　・NABRASでの漁場予測図の公開範囲の制限及びその範囲設定の調整
　　・R８年度からの運用に合わせて、予測システムの精度向上に向け、GPSロガー船を増やす
　　　必要あり
　　→現行GPSロガーは１台あたりの導入費用が高額（80万円/一式）
　　→導入数を増やすには、別のデータ取得方法を検討中

R６
メジカ漁場予測シス
テムの実施設計(委
託)

R７
メジカ漁場予測システムを構築
（委託）
→予測結果をNABRASで公開
　　（公開制限あり）

R８年～
漁業現場での実用化＋予測シ
ステムの精度向上に向けた取り
組みを推進

操業時のGPSデータ取得漁船数を
増やすことで、精度向上を図る

ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
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〇漁場予測システムの精度向上にむけたGPSロガー船の確保について
【現状】
・現行のGPSロガー装置は（株）環境シミュレーション研究所（ESL)の製造によるもの
・価格は、約80万円/一式であり、下ノ加江のメジカ漁船３隻に搭載
・メジカ漁場予測システムの精度向上には、データ取得隻数の増加が必要

【漁業情報アプリの活用】
・現行GPSロガーを開発したESLが製作したアプリ「SeaLinC」の導入を想定
・本アプリはタブレット等GPSと連動し、航跡・船首方位情報を取得
　→現在のGPSロガーデータとほぼ同様のシステム経路でデータを取得可能
・アプリのオプションや料金等の仕様は、今秋中に確定し、リリース予定
・ਠষ*36嵕崔嵤峲峴峬ત峘ق崊崿嵒ো峴崧崾嵔崫崰岝ৢਦમك峑ো岶૭ચ

GPSロガーデータ取得隻数を大幅に増やすには、高額な予算が必要

・Ｒ７年度に試験導入を想定：アプリを入れたタブレットをメジカ漁船３隻に試験導入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するための予算化を検討
・Ｒ８年度には、事前に漁業者への了承を得たうえで、下ノ加江･清水地区の、メジカ船
　合わせて10～20隻の範囲での導入を想定

38



漁船漁業のスマート化
Project Team

02

二枚潮・急潮の発生予測

39



ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP ූດে峘ੌ峘૾ய

Ｒ６年度の研究計画
調査項目 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

①海洋観測データ
の取得及び
JAMSTECへの観測
データの提供

②JCOPE-Tの改
良・精度検証

③JAMSTECと漁業
者の意見交換会及
び漁業者への
JCOPE-Tの予測情
報の周知

海洋観測データの取得及びJAMSTECへの提供

①のデータを基にJCOPE-Tの改良・精度検証実験を実施

JCOPE-Tの改良・精度検証実験の結果とりまとめ

JAMSTECと漁業者の意見交換会を実施

40
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１.海洋観測データの取得及びAMSTECへの観測データの提供

海洋観測データの取得
〇県海洋漁業調査船による観測
　　・足摺岬沖及びキンメダイ漁場の海洋観測：６回

　　・キンメダイ漁業者の実操業におけるキンメダイ漁場の観測：22回
※キンメダイ不漁による操業回数の減少に伴い、データ取得回数が減少

　　
　　・土佐湾沿岸定線観測：６回

・黒潮流軸が足摺岬沖に接岸している期間が長かったため、相関係数は高くなった。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

15m 2024年度 0.62 0.35 0.21 0.43 0.43 0.26 0.38

50m 2024年度 0.71 0.57 0.60 0.85 0.63 0.30 0.61

41



・海洋丸の機器類の影響：７件
・モデル側の要因：４件
・不明：２件
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データ数が少ない、南下緯度が短い、
機器類に問題がある、黒潮流軸が
大きく離岸した場合に、
相関係数が悪い傾向にある。

２. JCOPE-Tの改良・精度検証実験の結果とりまとめ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
15m 2021年度 0.77 0.66 0.69 0.43 0.50 0.44 0.45 0.56
15m 2022年度 0.72 0.55 0.31 0.59 0.11 0.29 0.21 0.01 0.64 0.35
15m 2023年度 0.33 0.70 0.30 0.76 欠測 0.54 0.15 0.44 0.70 0.68 欠測 0.46 0.51
15m 2024年度 0.62 0.35 0.21 0.43 0.43 0.26 0.38

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均
50m 2021年度 -0.60 0.80 0.81 0.37 0.56 0.42 0.48 0.41
50m 2022年度 0.71 0.65 0.34 0.80 0.15 0.41 0.27 0.02 0.73 0.45
50m 2023年度 0.47 0.61 0.30 0.84 欠測 0.76 0.60 0.77 0.89 0.74 欠測 0.53 0.65
50m 2024年度 0.71 0.57 0.60 0.85 0.63 0.30 0.61

土佐海洋丸の機器類の問題
モデルの問題
不明
データ同化無し 42



調査項目 第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期

中央分枝流急潮の予測手法の確立
気象研究所との共同研究

その他の原因による急潮予測手法の確立
気象研究所との共同研究

急潮観測体制の維持

ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
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Ⅰ．R6年度の研究計画

発生事例の整理

右旋還流の影響による急潮の解析

過去の急潮発生回数の整理

観測機器の維持管理（データ回収、メンテ
ナンス）、急潮注意報の発表

43
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定置網名 第一箱網 第二箱網 側張り 碇綱 その他

野根 大きく破損 運動場の変形
佐喜浜① 大きく破損 破断
佐喜浜② 大きく破損 軽微な破網 道網の錘がずれる
椎名① 大きく破損
椎名② 軽微な破網
三津① 軽微な破網
三津② 大破 破断 操業不能
高岡 大きく破損 ５本破断

室戸市

東洋町

野根

佐喜浜町

椎名

三津

高岡

出典：海洋状況表示システム （https://www.msil.go.jp/）

室戸岬東岸全域で、大きな被害が発生

なにが原因でこれほどの被害がでたのか？

44
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南方向に最大1.8ノット程度の潮流を確認。

室戸市高岡RTB南北方向流速（潮汐含む）

45
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室戸市高岡RTB全方位方向流速（潮汐除く）

南西方向に最大1.3ノット程度の潮流を確認。
46



2024年4月24日の海洋速報
（海上保安庁発行）

2024年4月24日の
黒潮流軸の海流予測（気象庁）

黒潮流軸は、高知県沿岸、紀伊半島から
著しく離岸しているため、黒潮流軸由来の急潮
(紀南分枝流、中央分枝流、芸東分枝流)とは考えにくい。
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水
温

（
℃

）

日付和歌山県串本西側の水温ブイ（水産教育・研究機構） 室戸市椎名の水温ブイ（水産教育・研究機構）

2024年4月24日の海洋速報（海上保安庁発行）

・黒潮流軸は、高知県沿岸、紀伊半島から
著しく離岸しているため、黒潮流軸由来の
急潮とは考えにくい。

・椎名の水温ブイで、4/18～4/20に約
2.0℃の上昇（水温ジャンプ）を確認。

→室戸岬東岸に黒潮由来の暖水波及か？

48
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黒潮由来の擾乱が見られ、土佐湾沿岸域は非常に不安定な状態。

2024年4月19日 2024年4月22日 2024年4月23日

2024年4月24日 2024年4月25日 2024年4月26日

49



ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP ດ峘ਫ਼قਤ⎃૾யك

2024年4月２３日21時 2024年4月２４日９時2024年4月22日３時

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

4
/
1

4
/
2

4
/
3

4
/
4

4
/
5

4
/
6

4
/
7

4
/
8

4
/
9

4
/
1
0

4
/
1
1

4
/
1
2

4
/
1
3

4
/
1
4

4
/
1
5

4
/
1
6

4
/
1
7

4
/
1
8

4
/
1
9

4
/
2

0
4

/
2

1
4

/
2

2
4

/
2

3
4

/
2

4
4

/
2

5
4

/
2

6
4

/
2

7
4

/
2

8
4

/
2

9
4

/
3

0

風
速

（
m

/
s
）

黒潮牧場10号の風速（2024年4月）

・4/23～4/24に、
土佐湾沖を低気圧が通過。

・黒牧10号で東の風、
風速12～16m/sが連吹。

・風の影響も多少ありそう。

50



ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP ດ峘ਫ਼قਤ⎃૾யك

2024年４月22日

1

２

2024年４月2３日

３

４

JCOPE-T（土佐湾沿岸広域表示＿JAMSTEC提供）

①熊野灘から紀伊水道沖合～土佐湾沖に黒潮の内側反流が流入。
 

②土佐湾沿岸に発生している右旋流に内側反流が合流。
 

③右旋流が室戸岬を通過する際、地形等の影響で強化。
 

④強化された右旋流と強風による海水の移送によって、紀伊水道外域の　
　 反時計回りの渦が強化。 51
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室戸岬西側から強い下り潮が流れ込み、室戸岬通過後、北東に進む流れに変化した。
北東に進む流れが、24日ごろから沿岸の形状に沿って、下り潮になった。

2024年4月20日 2024年4月21日 2024年4月22日 2024年4月23日

2024年4月24日 2024年4月25日 2024年4月26日 2024年4月27日

52
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図：三津大敷の操業風景（2024年4月26日）　　　　　　　　図：芸東大敷の網に付着した流れ藻

・当時、大量の流れ藻が室戸岬東岸に漂着。

→流れ藻が網に入網し、流水抵抗が大きくなり、被害を拡大させた可能性。

53



〇急潮発生要因（仮説）
　 熊野灘から黒潮の内側反流＋土佐湾沿岸で発生した右旋流　
　＋低気圧による強風（流れ藻の入網が被害を拡大）

〇沿岸域で発生する黒潮流軸由来の振り分け潮と異なり、　
　 沖合からの内側反流が急潮発生要因と考えられた。

〇観測データと海況予測モデルの併用による、急潮発生過程の再現に成功。

まとめ

ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP ດ峘ਫ਼قਤ⎃૾யك

急潮発生前に、急潮発生の前兆をとらえ、
予測につなげることが課題。 54
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　　　　　　　　　観測機器のメンテナンス・急潮注意報の発表等ී௩ී峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP 岜

〇急潮注意報の発表回数
・今年度の注意報は、４回発表している（R6-1～R6-4）
・風急潮（時化）：３回
・その他の急潮（黒潮由来の小蛇行通過）：１回

〇観測機器のメンテナンス等
・リアルタイムブイ（高岡）の本体・通信部メンテナンス（10月）
　→通信を担う機器に不具合が見つかったため、修繕を実施予定。
・リアルタイムブイ（窪津）の通信部メンテナンス（２月）
・メモリー式潮流計のメンテナンス（７機）実施済み

〇JAMSTEC、愛媛大学沿岸環境科学研究センター郭　教授
　との研究協力について　
→高知県が所有する水温、塩分、潮流データを活用して、海洋物理学の
観点から、モデルの精度検証と土佐湾沿岸の波動の研究、高知県の急潮
発生メカニズムの解明を実施予定。

56



ു༢峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP

04

57



ດ峘嵊崳崧嵒嵛崘峝ে

ു༢峘崡嵆嵤崰৲岜3URMHFW�7HDP

58



〇 浦ノ内湾・野見湾・宿毛湾では、赤潮による養殖魚への被害が頻発

養殖業の経営安定において、大きな弊害

赤潮発生時に餌止め ➡ 被害軽減効果

【取組み】

〇 被害軽減策を効果的に実施　➡　有害赤潮のモニタリング　➡　漁協及び養殖業者へ提供

〇 リアルタイムPCRを用いた遺伝子量調査（R2：広報開始)

　　　　　　　　　　　　　　高知マリンイノベーション
　　　　　　　　　　〇　モニタリングの高度化
　　　　　　　　　　〇　発生予測技術の開発

ു༢峘崡嵆嵤崰৲
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目的 ： 県内養殖経営の安定化
59



①検鏡及び遺伝子量調査による赤潮モニタリング

②発生予測マニュアル及び機械学習による赤潮発生の予測

③NABRASと連携したモニタリング及び予測結果の広報

④有害プランクトン自動判別技術の開発
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①検鏡及び遺伝子量調査による赤潮モニタリング

②発生予測マニュアル及び機械学習による赤潮発生の予測

③NABRASと連携したモニタリング及び予測結果の広報

④有害プランクトン自動判別技術の開発
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各取り組みの進捗状況を報告

61
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【浦ノ内湾】

【野見湾】

〇　　カレニア・ミキモトイ

✔ 例年：3－5月に遺伝子量が増加
✔ R6年：7月まで増加は認められない
✔ 9月末時点で赤潮は発生していない

〇  シャットネラ属

 R6年：
✔ 5月上旬に検鏡値・遺伝子量が急増
✔ 5月20日に赤潮が発生 

〇  コクロディニウム・ポリクリコイデス

✔ R6年：2－３月に遺伝子量が増加
　　　　　　 ➡ 3月28日に赤潮が発生

カレニア と コクロディニウム
遺伝子量の推移➡その後の赤潮発生のリスクを評価できる可能性あり

0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

100

1000

10000

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

（細
胞
数

/m
L）

カレニア・ミキモトイ 中学校前

遺伝子調査

（0-10m）
検鏡結果

（0-10m）

ND

62



ു༢峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP ⋈ে嵆崳嵍崊嵓峝ਃ༊৾ಆ峕峲峵ດে峘

赤潮が発生する可能性が高くなった場合には、飼育管理や作業を見直し、
餌止めなどの対策を実施してください。

・その年に赤潮が発生するか？ 答え．発生する！！（10年のうち9年は赤潮が発生）
今年も赤潮が発生するだろうと思って、行動してください。

赤潮発生

～赤潮発生のフローチャート～

・リアルタイムPCRで遺伝子量が検出される

遺伝子量を検出

検鏡で1cell/mL以上確認

検鏡で100cells/mL確認

・100cells/mL確認されてから、1～2週間前後で赤潮（1,000cells/mL）となるケースが多い

赤潮環境にある

・中学校前の5m層の水温が20℃以上、塩分が29～33（5～8月に発生）
※特に、近年は5～6月の発生が多く、

早期に発生すると規模が大きいので注意が必要

低
い
・
赤
潮
発
生
・
高
い

赤潮が発生する可能性が高くなった場合には、飼育管理や作業を見直し、
餌止めなどの対策を実施してください。

・その年に赤潮が発生するか？ 答え．発生する！！（10年のうち9年は赤潮が発生）
今年も赤潮が発生するだろうと思って、行動してください。

赤潮発生

～赤潮発生のフローチャート～

・リアルタイムPCRで遺伝子量が検出される

遺伝子量を検出

検鏡で1cell/mL以上確認

検鏡で10cells/mL確認

・10cells/mL確認されてから、 1～2週間前後で赤潮（100cells/mL）となるケースが多い

赤潮環境にある

・中学校前の5m層の水温が22℃以上、塩分が28～33
※近年は6～8月に赤潮が発生

・ 100cells/mLから1,000cells/mLになるまでに、平均7日前後
※10cells/mLになってからの増殖スピードが速いので注意！！

低
い
・
赤
潮
発
生
・
高
い
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カレニア・ミキモトイ シャットネラ属
浦ノ内湾　有害赤潮の予測マニュアルを開発（R3）

シャットネラ：予測よりも早く赤潮が発生してしまう
63



ു༢峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP

؟�াৣഽ峕ে����������ৰ؟����峕ে
100 細胞/mL確認

赤潮発生

日付 5/17 5/18 5/19 5/20 5/21 5/22 5/23 5/24 5/25 5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31 6/1 6/2 6/3 6/4

経過日数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

予測：4～15日で赤潮

ਸ਼ਾ؟崟嵋崫崰崵嵑ດ峘ে峼����ઁਾ嵣嵣嵣�峗র
岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜岜�೧峲峴ڭଫ岹ে

過去データの50%
４～15日

予測に反映

R6 改良点

【従来】

　平均値に基づいた１～２週間

【今回】
   データの分布に基づいた４～15日 

⋈ে嵆崳嵍崊嵓峝ਃ༊৾ಆ峕峲峵ດে峘
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赤潮発生

10 細胞/mL確認 予測

〇 学習データの外れ値の除外
〇 R言語による解析のコードを改変

日付 5/17 5/18 5/19 5/20 5/21 5/22 5/23 5/24 5/25 5/26 5/27 5/28 5/29 5/30 5/31 6/1 6/2 6/3 6/4

経過日数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

R5年度の運営協議会

小川委員：
「予測日より前に赤潮が発生しており、事前の対応を促す警報としては、外れ方が好ましくない｣

ു༢峘崡嵆嵤崰৲
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R6までの実績と課題

【機械学習】

予測よりも早く発生してしまう事例が顕著

【各予測手法におけるカレニア・ミキモトイとシャットネラ属の赤潮発生予測と実測】

予測 実測 予測 実測 予測 実測

予測マニュアル ５月前半 5月6日 ７月上旬

機械学習 7月12日

予測マニュアル ６月下旬 6月17日 ８月上旬 ５月下旬

機械学習 8月6日 5月24日

崓嵔崳崊嵣
嵇崕嵊崰崌

崟嵋崫崰崵嵑ര

プランクトン種・予測手法

7月6日

7月31日

5�

5月20日

赤潮非発生
（基準値100 cells/mLも未確認）

5� 5�
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10 細胞/mL
を超えた日

100 細胞/mL
を超えた日

学習データ

調査：10 ，100 細胞/mLをピンポイントで押さえるのは難しい

7月16日 7月30日
40 600

2001年

調査間隔が粗い
14日後

7月16日 ７月○日 7月30日
40 100 600

2001年

もっと早く超えていたはず！
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①推定値を学習

100 cells/mLを超えた
であろう日（赤丸）を推定・学習

ಖ২峘峴ੌ峩
学習データの見直し

②細胞密度を学習

10 cells/mLを超えた日の、実際の細胞密度を学習

7月15日

7月20日

7月25日

7月30日

0.0 1.0 2.0 3.0

2001

10 100 10000

細胞数/mL

68



ു༢峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP 5峘ਃ༊৾ಆ峼৷岮峉قଐගك

推定値を学習させて予測

予測誤差の縮小に貢献！！

改良前 改良後
（補間データ）

予測 8月6日 7月31日

実測 7月31日 7月31日

誤差（実測－予測） -6 0

予測 5月24日 5月22日

実測 5月20日 5月20日

誤差（実測－予測） -4 -2

2023
(R5)

2024
(R6)

シャットネラ属
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赤潮が発生する可能性が高くなった場合には、飼育管理や作業を見直し、
餌止めなどの対策を実施してください。

◆野見湾
コクロディニウム 赤潮発生予測

・その年に赤潮が発生するか？ 答え．五分五分（10年のうち5年は赤潮が発生）
検鏡、遺伝子量の結果に注意して、行動してください。

赤潮発生

～赤潮発生のフローチャート～

・リアルタイムPCRで遺伝子量が検出される

遺伝子量を検出

遺伝子量で1細胞/mL以上確認

検鏡で10細胞/mL確認

・10細胞/mL確認されてから、 1週間以内で赤潮（100細胞/mL）となるケースが多い

赤潮環境にある

・馬の背の5m層の水温が14～19℃、塩分が32以上
※近年は3月に増殖を開始し、4月に赤潮が発生

・ 10細胞/mLから100細胞/mLになるまでに、平均7日前後
※10細胞/mLになってからの増殖スピードが速いので注意！！

低
い
・
赤
潮
発
生
・
高
い

・3月に1細胞/mL以上の遺伝子量が確認されると、4月に赤潮化する傾向がある

ു༢峘崡嵆嵤崰৲
3URMHFW�7HDP ৄ峕岴岻峵崛崗嵕崯崋崳崎嵈ດ峘ে嵆崳嵍崊嵓

R6：作成

R7年度：　マニュアルに基づいて赤潮の発生を予測
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コクロディニウム・ポリクリコイデス 馬の背遺伝子調査
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検鏡結果
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2020 2021 2022 2023 2024

赤潮発生（4月）赤潮非発生

峘峕੦峏岮峉ດে峘嵒崡崗௬

【野見湾・コクロディニウム】

〇３月（グレーの網掛け）の遺伝子量が高いと４月に赤潮が発生する傾向

1 細胞/mL以上

５か年の遺伝子量の推移
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【浦ノ内湾・カレニア】 各年の遺伝子量の推移

6月発生

7月発生

5月発生

2022

2021

2020

赤潮発生日

3～
4月

に
お

け
る
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細
胞

密
度

の
傾

き
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カレニア・ミキモトイ 中学校前遺伝子調査

（0-10m）
検鏡結果

（0-10m）

ND

2024（R6）
本来、増殖に適しているはずの３～５月
に遺伝子量が検出されない

➡赤潮の発生時期が遅い
➡赤潮非発生

3～4月の遺伝子量の増加速度が速い

➡赤潮が早く発生
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予測マニュアル・機械学習

リアルタイムPCRによる
遺伝子量調査

R3～R6

R７～

低密度期

有害プランクトンの増殖ステージに応じた予測へ
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貝ノ川

下ノ加江

窪津

以布利

足摺岬

清水

貝ノ川大敷
 アジ100kg
 カツオ50kg

足摺大敷
 ブリ500kg
 サバ50kg

嵉崠崓
ਗ਼োై

嵉崠崓
ਗ਼োై

嵉崠崓
ਗ਼োైঽੑ崟崡崮嵈

ঽੑ崟崡崮嵈

ঽੑ崟崡崮嵈

ঽੑ崟崡崮嵈

ঽੑ崟崡崮嵈

嵊崳崧嵤ਝ઼峕峲峴੍ਚ峘
๐岼峼嵒崊嵓崧崌嵈ં

漁業者はNABRASの情報や利益シ
ミュレーションツールの活用による
操業効率化・高収益化

水揚げ情報入手の迅速化による業務
戦略のスマート化、電子入札による
スマート化

自動計量システムデータを活
用した取引のスマート化

ධ୫岝ાৃ峔峓

عଅଯ峑峘嵊崯嵓崙嵤崡ع

生産（漁業者） 漁協・市場 商人・流通・消費者

ਲய岝嵉崠崓ීීق1$%5$6
ৃ岝ດ峔峓ك岝ਹஇ
崟嵇嵍嵔嵤崟嵏嵛崬嵤嵓峼ણ৷峁岝
ඝ૨৲嵣ৈઽஇ৲峼৯峃岞

ৃ峕ঽੑ崟崡崮嵈嵣ਗ਼
োై峼ো峁岝ਜ૨৲峼
ਤ峁岝ৃૐ৺৲峮য৩చ
峼৯峃岞

ਗ਼োై峕峲峵ਹਙ峮ঽ
ੑ崟崡崮嵈峘崯嵤崧峼ણ৷峁
峉ਬ峕峲峵ৢ峮ાమ峑
峘崡嵆嵤崰৲峼৯峃岞

ਠ૾峒ୖ

○　高知県漁協はമ峔যুਂଌ
○　一部の市場施設はഠᄺ৲岶മ
○　海洋環境の変化等によるਂී、漁業者減少に伴うීඃચৡ
　　 峮ීৃർดચৡ峘ৣ

崯崠崧嵓ૼ峼ણ৷峁峉ৃਜ峘
૨৲嵣ૐ৺৲岝ී峘ඝ૨৲嵣
ৈઽஇ৲峕峎岮峐ਫ਼ୈ峁岝ਓ峘ਆ
岵峳ਆৣ峨峑ඕ岷峽峊ੌ岶ਏ

1$%5$6
 マリンイノベーションの取り組みや
県水産振興部が所有する有益
なデータの発信を主目的としてい
る。

ৃ崡嵆嵤崰৲

・自動計量システム
・電子入札システム

市場業務効率化・迅速化を主
目的とし、商人や消費者の利便
性向上などにより魚価の向上に
も期待。

 漁業者が活用し、操業効率化や高収益化を目指すための
岣1$%5$6岤と、水揚げ以降の業務効率化や仲買人等の利
便性向上を目指す「ঽੑ崟崡崮嵈（＋電子入札システ
ム）」をڮম峘として、ග崯崠崧嵓ਓਅറುਡの創
出を実施。

岜ܒ嵊崯嵓ય峒峁峐ଅଯ峘ੌ峼ਤ

ৈੴ崯崠崧嵓ਓਅറುਡଡ୳
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足摺岬
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貝ノ川大敷
 アジ100kg
 カツオ50kg

足摺大敷
 ブリ500kg
 サバ50kg
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๐岼峼嵒崊嵓崧崌嵈ં

漁業者はNABRASの情報や利益シ
ミュレーションツールの活用による
操業効率化・高収益化

水揚げ情報入手の迅速化による
業務戦略のスマート化、電子入
札によるスマート化

自動計量システムデータを
活用した取引のスマート化
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عଅଯ峑峘嵊崯嵓崙嵤崡ع

生産（漁業者） 漁協・市場 商人・流通・消費者

ਲய岝嵉崠崓ීීق1$%5$6
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○　自動計量システムや電子入札の活用により、仲買人の販
　　 売戦略の効率化や飲食店等の利便性向上ができないか 　　
　　 関係者の意見を集約中
○　一部の仲買人の意見では自動計量システムにより水揚げ
　　 情報をリアルタイムで入手できれば魚価の向上につながると
　　 の意見あり

○　貝ノ川大敷で自動計量システムが定着
○　貝ノ川大敷の自動計量システムデータをリアルタイムで清
　　 水市場のモニターに表示しており、多くの仲買人が参考に
　　 している
○　他市場への導入についても関係者協議を継続しており、
　　 今年度中に清水地区の全水揚げ港に導入予定

○　メジカ電子入札については、漁協及び仲買人で複数回協
　　 議を実施し、年末～年明けにかけてデモを実施予定
○　冬以降のメジカ盛漁期に試行を実施し、来年度には本格
　　 導入できる見込み
○　その他の漁業種・魚種に導入すべく関係者と協議を継続

○　NABRASは運用開始しており、多くの漁業者が活用
○　利用者への聞き取りなどにより、より利便性を高めるための
　　 改修や機能追加を随時検討
○　様々な漁業種で利益シミュレーションツールの活用を推進
　　 （定置網・立縄はツール開発済み、メジカはツール開発に
　　　  着手）
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○ それぞれの地域の漁業特性などに応じて、
　　必要なデジタル化パーツ（下表参照）を組　　
　　み合わせてデジタル水産業戦略拠点を構築

○　川上から川下まで巻き込んだものとするために
　　は、商人や飲食店等への展開を検討する必
　　要がある（デジタルマーケティング、生産者↔
　　消費者デジタルコミニュケーション、AI活用など）

利益シュミ
レーション 漁海況等

黒牧
高機能化

メジカ
漁場予測

メジカ
尾数計数 赤潮予測 二枚潮予測 急潮予測 出船情報

養殖業
スマート化 自動計量 電子入札

商人への
展開

飲食店等へ
の展開

①芸東地域 ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ▲

②中芸地域 ▲ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ▲

③安芸地域 ▲ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ▲ ▲ ▲

④中央東地域 ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲

⑤中央地域 ▲ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ▲ ▲ ▲

⑥中央西地域 ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ▲ ▲

⑦須崎地域 ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲

⑧久礼地域 ▲ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

⑨幡東地域 ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ▲

⑩土佐清水地域 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ▲

⑪宿毛湾地域 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ▲ ▲ ▲
※　○＝導入済みor導入予定（協議中など）、▲＝導入に関する協議が必要、空欄＝不要or未検討
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○　高知県デジタル水産業戦略拠点構想関連予算を要求
○　関連予算かつR7新規事業及び拡充事業にはデジ田交付金充当（R7～R9の3年計画） 
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